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技術相談 

提供可能技術： 

・大学図書館及びラーニングコモンズにおける利用者行動 

・学習環境としての開架閲覧室及びラーニングコモンズの設計・計画 

・大学キャンパス内の学習環境の事例紹介 

 

 
研究内容：  

□研究の背景と本研究室の研究課題・目的 

2000 年以降、大学図書館の開架閲覧室では補えない機能を持った学習環境として、「ラーニングコモンズ」が

日本で整備されはじめました。近年では、大学生の主体的な学びを促し、アウトプットの場所になっています。 

一方、開架閲覧室は、主体的な学びにおけるインプットする場に位置付けられますが、図書資料を保管・提供

の特性から、必ずしも利用者主体の学習環境としては言い難い状態です。 

 インプットとアウトプットとの相互関係の中で「主体的・自律的な学び」を大学教育が担っていくことを考え

ると、両者を二分した整備を進めるのではなく、学習環境という単一のレイヤで再統合して、整備指針を検討す

る必要があると考えており、その計画のあり方を模索しています。 

学生の「主体性」を念頭にした学習環境の構築にあたっては、学生の活動実態に則した評価と整備の指標設定

が不可欠であると考えています。本研究室では、開架閲覧室とラーニングコモンズの双方を対象に、学習活動時

に学生が求める建築的な条件を解明し、学習環境整備の知見を得ることを目指しています。 

 

□これまでの研究成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□研究内容の社会還元 

これらの研究成果は、キャンパス内の学習環境はもちろん、公共図書館、学校図書館への援用も可能と考えて

います。また、フリーアドレス型の執務環境など、利用者が自由に居場所を選べる空間を調査対象にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 豊田工業高等専門学校 建築学科 

学習環境としての大学図書館・ 
ラーニングコモンズの計画に関する研究 

提供可能な設備・機器： 特になし 
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